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中
央
線
の
交
通
量
は
、
沿
線
住
宅
の
増
設
並
び
に
東
京
都
心
通
勤
者
の
増
加
に
よ
つ
て
近
時
著
し
く
増
大
し
つ
つ
あ
り
、

こ
と
に
朝
夕
の
ラ
ツ
シ
ユ
時
の
混
雑
は
特
に
は
な
は
だ
し
い
。
こ
れ
が
輸
送
緩
和
の
た
め
に
は
是
非
立
川
・
中
野
間
の
急
行

電
車
の
運
行
が
急
務
で
あ
る
と
思
う
が
、
急
行
電
車
運
転
の
た
め
に
は
技
術
的
に
複
々
線
で
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
る
と
き

く
が
、 

三 

急
行
電
車
運
行
の
計
画
の
有
無
と
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
。 

一 

政
府
は
、
現
在
の
中
央
線
の
交
通
量
の
緩
和
に
つ
い
て
如
何
な
る
方
策
あ
り
や
。 

右
質
問
す
る
。 

二 

複
々
線
で
な
け
れ
ば
急
行
電
車
の
運
行
は
技
術
的
に
不
可
能
な
り
や
。 

国
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線
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意
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